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① ＭＲＩ非対応の心臓ペースメーカーや除細動装置（ＩＣＤ）を装着している方

② 金属製の心臓人工弁を埋め込まれている方

③ 人工内耳を使用されている方

④ 神経刺激装置（深部脳刺激装置）を使用されている方

⑤ 冠状動脈や頸動脈にステントを挿入されて間もない方（2ヶ月未満）

⑥ 体内に、磁性金属素材の医療機器または金属片がある可能性のある方

その他ＭＲＩ検査で禁忌とされている注意事項は遵守して下さい。

① 本製品を着用する際には、本取扱説明書に記載されている着用方法を遵守し、
　身体と本製品にすき間ができないようにして着用下さい。
　※ベストやパンツの裾をまくり上げて着用すると、ループができ誘導電流が
　本製品に流れて発火する恐れがあるので、正しい着用方法を遵守して下さい。

② 本製品を使用後、汗や血液などの付着や匂い汚れがある場合は、除菌クロス
　等で拭きとり衛生管理を行って下さい。

③ 本製品を長期間使用しない場合は、パッケージの気密袋で保管下さい。

④ 本製品の汚れがひどい場合は石油系ドライクリーニング願います。
　通常の洗濯すると、金属繊維が劣化して性能が落ちる可能性があります。
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● ＭＲＩプロテクター電磁シールド特性評価試験

試験日 ：

報告者 ：

テーマ ：

考　察 ：

試験日 ：

報告者 ：

テーマ ：

考　察 ：

令和元年6月7日　9:00～17:00

地方独立行政法人 大阪産業技術研究所

「人体型ファントムを用いた電磁波防護服のシールド特性評価」   64MHzと128MHzの
電磁波を様々な角度から照射し、電磁波遮蔽性能を検証する。

ＭＲＩプロテクターの電磁波シールド性能は未着用の体表位置と着用後の各種72ポ
イントでの電磁波遮蔽率の平均値は76％であり、未着用時と比較して人体への被爆
量は減少した。（地独）大阪産業技術研究所の報告書に基づく

● ＭＲＩプロテクター温度上昇評価試験

令和元年7月3日　9:00～17:00

地方独立行政法人 大阪産業技術研究所

「高出力電磁波の照射によるＭＲＩプロテクターの温度上
昇評価」人体型ファントムに心窩部・臍部・右腋下部に銅
－コンスタンタン熱電対の測定端子を貼付し、64MHzと
128MHzの電磁波を最大出力で360秒間照射し、温度上
昇を観察した。

ＭＲＩプロテクターの温度上昇は認められなかった。電磁
波による温度上昇のリスクは小さいといえる。

（地独）大阪産業技術研究所の報告書に基づく

熱電対をシャツの上に貼付

ＭＲＩプロテクターを密着させる

人体ファントムを使用した電磁波シールド性能試験を実施
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